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'
デ、病理學的、発疫學的領i域ハモトヲジ臨床的方

面等孔アラ』登ル角度 カラ槍討 セラ嘉、其ノ研究業

績モ亦嬉舞二暇ガナイ◎夫 レニモ拘ラズ今日f躰

問題二就 イテー一定セル結論ヲ得テ居ナイ 滞トハ・

其ノ實験的解明 ガ極メテ至難 デ爾者ノ複錐ナル關 、

係テ示唆ス班 ノデアル.余 ノ魂 年來結核AUeゾ

rgieノ 組織學的研究 二從婁 シテ居ルガ、今回此ノ
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第 二 章 實

第3節 腕感作家兎 ノ皮膚二於 ケルKoch

。 氏 現象 二就 イテ 紳

第 一編 二於 イテハB・CゆG.死 菌 或 ハTltbevk-

uliRニ テ脱感作虞置 テ施 セル家兎ノ耳 静脈内 二結

核 生菌 テ再注射 シ、其 ノ際惹起 セラレタ肺病攣 テ

親察 セルモノ芳アル ガ、此 ノ條下 三於 イテハ、同

家兎1就 イテ繊 畢 煮 斑9皮下再雛 セ漸

見 ヲ 述 べ}ン トス ル ノ デ ァ ルo'ギ
§

言
戴

方 面 カラAllergieト 冤 疫 ノ關係 テ考察 シテ 見 タ

ノ デアル。余 ノ研究 ハ結 桟再感染 二際 シテAlle-

rgie燥 反癒 テ藥 謝 二依 ツテ増 彊セ シメ・又 ハ此 ノ

逆 一特 異的脱感 腰 聾 依 ツテ:Allergte性 黙

テ減弱 セシメタ場合 二於クル冤疫 カノ攣 動 二就 イ・

号観察 テ試 ミタモノデアル◎此ノ研究ノー・部・・毎

二本紙上二畿表 セル所デ本編二於イテノ・更 二爾鯨

ノ實験成績 テ追加 シ荷全編二亘・哩 論的考察テ試

ミントスノyモノデアルo

験 成 績

豆大二達スル硬結ヲ明硯 シ得タ◎

此ノ結節ハ次白色デ表面二向ツテ輕度 二隆薄 シ

テ居ルズ磯赤ハ不明瞭デアノレ。然 シ7日 後大キサ

ハ碗豆大二塘強2周 國二輕度ノ赤燈 ガ見 ヲレ、10

臼後一部ハ潰瘍形成 ヲ螢 ミ、少量ノ膿瘍物質ヲ分

泌 スるガ間モナク癒皮 二移行 シ、約一ケ月後痩痕

形成二從 ツテ治癒歌態 テ示 ス◎潰瘍形成ヲ螢マナ
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第1項B.C.G・ 脱 感作例
　

既 ノ實験 二使用 セル モノハ81-B5/5頭 デ ア
　

ル(第 一一編参照)6肉 眼的襯察二依 レバ発例共 二4

日員ハ殆 ン5無 反億 デ、5日 後始メテ米粒乃至小

ノo

譜 塘生ガ見 ラレ・18β後(B3)二 於

イテハ潰瘍面ハ乾燥聖ル無構造組織 爵リナ リ、其

ノ直下二輕度ノ白血球浸潤及 ビ陳奮ナル結樹 生肉

芽組織ノ増生ヲ認 メ、附近轟微細ナ類上皮細胞結

節轍 見セラレ」Ue85H後 二於 イテノ・潰瘍部二継

リ遙カニ遅延 スル◎之 レヲ麹 可

昌観察スル三2日 目(B1)二 於

イテハ翼皮血管周團二少量ノ白血
～

球及 ビ薙淋巴球ノ浸潤ガ見 ラレ、

外皮 ノ上 皮 細 胞暦ハ萎縮性 デア

ル・＼7H後(B2)眞 皮 ヨ岐 下稀

締織二亙ル小膿霧形成ガ見 ラレ、

此ノ周園二類上皮細胞、園形細胞

及 ビ毛細血管ヨリナル肉芽組織ノ

一13。-ha_一 、



締織細胞及 甥 燃 維ノ増加及ビ上餅 田胞ノ鞭 輕度ノF三bゆ ・id膨化・蝉 形成及 ビ血管周園性
ぼ

的 薪 生 ガ見 ラ レル ガ(B4＼ 他 ノ1例(B5)工 方さイ 圓形細胞 ノ浸潤 ガ謹 明 セ ラレル、7日 後(A7)眞
ミ

テハ血讐周 園二於 クル圓形細胞浸潤及 ビ萎縮性類 皮 ヲリ皮下二亘ル限局性膿擾形成 ヲ認メ・其ノ周

艦波 繊 結節ガ翻 セラ黍リレ。 園ノ・非鋤 雛 鰻 物質デ趣 レ、破 細胞暦ノ・
も

第=2項 丁曲efkuli亘 脱 感作 鯛(T1・ 一一丁6)一 部 壊死 二陥 リ潰璃形成 ノ初後 之認 メル・18日 後,

肉 眼的魏 察:皮 内再接種後2日 昌迄 ・・殆 ン 嚥(A8)結 核性 肉芽組織 二依 ッテ包 マ レタ潰瘍形成

反癒 ノ如 ク見 一£ル ガ3～4日 後其 ノ牛数 二於〆 テ米 テ認メ、30日 後(A10)痂 皮 形成及 ビ非特1異性 肉

粒 大ノ硬結 ヲ認 メル。5日 後悉 ク輕度 〉畿赤 ヲ俘 芽組織 ノ修理的新 生'1i?t'認メ ル。1 、

綴難禦蓮㌻灘轡識瀞 筆毒礁薪錨難課潔2
テ囎 職 硯 ラレタレ讃 願 一間モナク乾燥 シ 結搬 転mgテ 麹 セル9ノ宛 ノレ。

テ痴皮形成 ヨリ疲痕 二移行 シテ約一一fr月後治癒 ス 肉眼的槻察;感 染24時 聞後黙歌獲赤 テ認 メ・4

ル。 … づ 日後米粒大ノ結齢 肥厚現 ルガ鰍 髄 シテ7

組織學的所fi`t)'皮内再接種2日 後(Tl)外 皮細HX後 小豆大二達 シ、・2遮間後大豆大二撲矢 シテ頂.

胞麿 ノ髄 舷 ビ殿 血管二於 クノ泊 血球及 ビ圓 鮎 一潰瘍繊 テ認メノら 以降病墜 ・漸捕 齢4i

形細胞ノ浸潤 瑠 へ 餅 講 織ノ水 嚇 膨化覗 週間鯉 指鰍 ノ結節 トナ リ・醸 性硬結瑚 知

ラレル◎ 憩 後(T2)眞 皮歴二・搬 シテ白血球wit-n・ 　i

膿瘍浸潤ヲ認 メ、更三共ノ周園ハ類淋巴球 二依 甥 組織學的所見;2日 目(K1)眞 皮血管ハ輕度ニ

テ包園セラレ・外皮ハ崩埋 シテ潰瘍形成 ノ初徴テ 撰張言結締織中二白血球浸潤テ認 メ・7日 後(K2
幽)

認 メル。18日 後(T3)潰 繊 面ハ攣性崩解セル白 白血球ハ壇加 シ類淋巴球 モ加 ワツテ限局性或〉・毛

血球 ヲ含 メノ嬢 死物質 デ被覆セラレ・其ノ直下 二 細血管出一致 シテ織 二浸潤 シ・18日 後(lg3)類

結核性肉芽組織 え増生ガ見 ラレ、血管周園ノ圓形 淋巴球及ビ類上皮細胞 ヨリナル結節竃 テ認 メ、30

細胞 ノ浸潤ハ著明 デアル。3臼 後(T4)潰 瘍面二 日後(K4)乾 酪攣性及 ビ細胞浸潤ハ檜強シテ病愛

嗜次色ノ飾皮ガ附着 ㌻、翼皮及 ビ皮下二未3疲 痕 ハ盆々悪化スル。 ●
ぎ へ

花セザル肉芽租織ノ限局性増殖 ガ見 ラレ・多少ノ 第4節 血行性結核初感i染後1睨感作虞置ヲ施セ

魁 蜘 胞及 噸 淋巴球覗 ジテ居ノレ・1壇 鵬 ㍗,㌧ 、

第3項1箪 純結核感作動物二於 ケル皮膚ノ 本群ハ健康家兎耳静脈内結核生菌10mg注 射後

Koch氏 現象(X6-A10)17日 テ綻テ種々ノi抗原性物質(後 述)二 依ツテ約

肉眼的撚:纈 薩 「毒通9皮簡 注射後麟 、2瑚 鵬 撚 纏 置碓 ルモノデ覗 灘
ニー一定ノ病攣 テ認 メルヴ、其ノ局所反鷹ハ各倒二 各例二於イテ比較的早期 。(1ク月前後)ニ ャ頭宛

依 ツテ翰 々趣テ異 ニメル。1例 ハ24時間後著明ナ 死亡セル外、他ハ悉 ク杢食験期欄生存 シ得タノデ
'雌 評

褒赤腫脹ヲ認 メ・2日 後更二増強 シテ抑 モブク局 アル◎

所組織ハ壌死二陥 リ(7日 後)、暗黒色 ノ痂皮ノ睨 第1項 纈臓内初感染倣 封照例)・

落二依 ツテ濃瘍 二移行 スル。,他ノ2例 ハ充血ノ弱4)A16(33日 目所見)二肺割面並 ビ三表面 二多

しf浮腫歌腫脹ヲ示 シKス2例 ハ赤景ヲ有 スル結蔀 歎 ノ果幣大ヲ超 「cル多鍛ノ結節形成テ誌 ヌルe組

朧 騎 シ親 ノ・レ蹴 ・ 此ノ 捌 ノ・共 一鵬 織 學的 一乾酪難 瀬 披 系砲 及ビ淋巴球ノ鰹

形nt.n移 行 シ、聞モサク破 プレテ淺イ噴火 副伏潰 テ具備 セル定型的構造テ示シ・焦瓢題園性滲1}1性

瘍ヲ形成 スルガ(10日 後)麗 扮 泌 ノ減退 ト共 と 炎症ハ可成 リ薯明 デア ル。

搬 確 テX痕 形成 テ示 スモノデアル(30日 後)2)A17(52HgMR):粟 粒結節ノ噌 大融合
シ・滲出性病攣ノ合併ヲ児 ル・組織學的二結節ノ組織學的所見:2日 後(A6)著 明ナル充血・i漿

液及ビ帥 球ノ酸 膿 潤溜 メ、血管繍 織ノ 乾酪化ノ鹸 浦 囎 壌 達一醐 デ、各撒 腔
ノ 嬉

_14nt-一
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第5表 艀賑内織核初感染後脱感作 ヲ施セル諸賓験例
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内 二大滲出細胞 ノ酬 テ認 メル。 ■

3)毒8(62日 目所見)i肺 病攣ハ」曾強 シ表面二

塊歌結節竈 ヲ認 メ、講面ハ滲禺炎ノ併合 二依 り組

織豫ハ複雑 デァルQ此 ノ中核ヲナスモノハ結飾性

増殖炎デアルガ中心部 ノ乾酪竈ハ極メテ廣範且軌

化溶解二傾キ、最外暦デハ結審縄 ノ増殖テ認メル◎

A1(25日 目死亡):肺 表i面及 ピ割颪二多歎 ノ粟

粒結節テ認〃 ガ上記封瞭例(A1ゐ ・=一比較 スル

ト・肉眼的及 ビ鏡松的二殆 ンド同様 ン夙見 テ呈 ス

ルモノ偽デ、唯結節ノ乾酪化、焦黙周園性炎症ハ輕

度 デア夢レ。

A2(33HH):散 在惨 多藪ノ糸櫛 テ認ノノげ 、

病竈間ノ肺胞膣ハ撲張 シテ漿液及 ビ大滲出細胞ヲ ジ 何 レモ粟粒大 ヨリ小き且境界ノ朋 確 デァル◎組織

容 レ、血管周園 ノ細 胞浸潤ハ著 明、乾酪竈 ノ結核

菌ハ多董 ヂアル。

第2項sB.C・G・ 死 菌腕感作例

健 蘇 兎耳撒 艦 憐 菌1emg注 射後B陸
G菌 ニ テ脱感 作嘘置 ヲ施 セノレモノ六 菌量ノ・lbro

㍉

mgヨ リ始 メ テ10mg二 達 ス ル 。

學的ご乾酪化ハ大結節ニノミ認メラレき類上皮細

胞ソ退行攣化像、淋巴球暦 ノ著 明 ナ褒育 ガ見ラ

レ,其 へ他非定型的結線ガ澄明セラレル。

tA3(62日);粟 粒結節ノ大キサハ封照 二比シテ

小、境界ハ明確 デァル◎組織學的二乾酪攣性ハ稀 轟

畿見㌔ラセ、類上皮細胞ノ退行性、淋巴球暦 ノ著明

一一X5
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響 聯 繭 ノ轡 嘩性萎儲 明セラ 驚 耳艦 購 蹴9初 注欄 間
第3項 趣 巌 聴 総 鯛,目 ヨリAethe醐kdh6槻 麟 一卿 灘 的

(斎mg-・ ・mg)撚 作麟 テ施一 ノデア1本 群ハ結核生菌1emg灘 脹内初注射7日 目ヨリ

人型籠 礁 漣 販 囎 量的注射(か 翫・・逃
mg)ヲ 行 ヘル モノ デアル、lA10(22日 目死亡);多 数 ノ粟粒結節 テ認 メルガ

A4(33白 目):粟 粒葡 ・・ms圓 私 境界・・町 境界・・不明瞭・互二融合 シテ居ノレ・組 織學的二結

確デカ レ.織 學的一勅 瀦 核菌 塘 メノレ乾酪 節 一幼若類上麟 醜 及淋甲球 ヨリナ リ・中心部二

竈ヲ園ンデ類 上皮細胞暦ジ認メルガ、彌力繊維ノ 攣性崩解 セル白血球及 ビ結核菌ヲ認 メ・結節間ノ

激 及 鰭 鍛 雛 噺 生ノ搦 イ。 肺胞腔㌧・大激 纏 及 ビ漿海 容 げ 居ル.

A5(3鳩 目死亡):多 数 ノ粟粒結節ヲ認 メルコliA11(33日 自所見):購 工多数ノ粟粒結節テ認
隻ト封照例 ト殆

ンド同様 デアルガ、焦猫周園性炎症 メルプ、大キサハ封照 ヨ リ小、境界ハ明確 デ ァ
ノ

ハ縮々輕度 デアルゼ ル。組織學的二結節ノ乾酪攣性ハ輕度且互態細胞

A6(c2日 目)樹 照例"比 較 シテ結齢 及 ピ大 ヲ認 メ嗜銀性繊維 ノ鶴 ノ・微弱 デアノレ。
　

キサハ輕度デ・組織學的 二結箏ノ乾酪攣性及 ピ結A12(62日 目);錯 節ハ封照二比較 シテ減微・縮

核菌 テ認レ難iイ難及 ピ距態細胞 テ有 スル肺胞内結 一 少 シ、組織 學的…モ乾酪轡 性ノ減弱、類上皮細胞

節形成 テ認メψ黙 ガ異ナルノデノル。 ノ攣性及淋巴球暦ノ著明ナ饗達 ヲ認メル◎此 ノ外

第4項Tube・k轟1in腕 感作例"非 定型的結節 ラ」認 メルい帥チi類上皮細胞ハ2「
ま

本群ハ健康家兎ノ耳輝脈内 二人型生菌10」mg3ク 融合シテ這態細胞妖テナシ其 ノ周團ハ淋巴球

堪 射シテ週 際 ヨ城 嘩 皿i噸 感纏 置 砲 瞭 ラヴ 居tyol
、

テ蓮 日綾行 セルモノデァノレe徳研藷Tuberkulin又 肺胞内p多 籔ノ亘態細胞 ジ認 メ)レ。結核菌バ

液 … 倍購 ヨリ鰍 激 稿 メ・・鱗 繹液 戒 被 盤 明セラレノー 趣 ナイ6畷!

用 シン㌔1第6項Aethρr抽 出結核脂肪慮轟例

A7(22日 目死亡)肺 病攣ハ封照例二比較 シテ遙 本群ハ結核生菌10mg翻 脹内初注射後1週 間

カニ高度 デ、結節形成及 ビ禰 蔓 性 肺 炎嫁ヲ認メ 目9リ 結核脂肪 ヲ連 日反復注射 毛ルモノデアル6

ル。結節ノ中心部 二多量ノ結核菌 テ含メル乾酪攣 此 レニ使用 セル結棲贈肪ハ乾燥人型結核菌r10g!ヲ

性ヲ認メ・軍二周學一向"〉テ類上皮細胞及 ビ淋巴 一50CCm/Aether中 二3グ 月以 罎 漬 シテ後細

球ノ各暦 ヲ認メル◎肺炎竈ハ白血球、大滲萬細胞 菌演過器デ菌胆 ヲ除去 シ、Aether蒸 嚢 セシメテ
ノ

及 ビ漿液ノ肺胞腔内滲萬現象著明ギ樹地躍歌乾酪 之 レテ20ccmノ 「オ リーブ」 油 二溶解 シB、 其

化 ガ見 ラレル◎9〈血管病攣ハ高度 デアル。 、 ソ0.1ecmヨ リ、2cem迄 漸次増量注射 セル聖ノ

A8('33H目):多 蜘 結節瑠 メノレ飢 伽 モ デアル。 、i'

粟粒大ヲ超エルモノハ九ク且境界ハ明確 デアル。A13(ユ7月 目死亡);肺 表面及 ピ劃面"多 激ノ形

組織學的二定型的結節構造 テ示 スガ、謝勲例 二比 態不定且境界不明瞭ノ結節 テ認メル。結飾中心部

較 シテ乾酪化ハ弱 ク、遠態細胞 ノ形成ガ見 ラレ又 』乾酪愛性ヲ認乙ルガ、類上皮細胞 及ビ淋巴球ハ

嗜銀繊維 ノ薪生ガ微細デアル。{雑 然 卜配列 シテ贋輪形成ハ不明瞭グアル。㌻ ♂

・x《 も2日 目)r肺 臓 二於 ケノル結 節形成ハ樹照 ニ ーAZ4(33日 目):結 節 ハ封照例 ヨ リ少ナ躍久 大 キ
ま ら ミ

比較 シテ遙カニ少ナ久 形態 モ亦小 デァノ㌔ 組織 サモ亦小、且境界バ明確ヂアル。

學的 二乾酪攣牲ハ認 メ難 之、類上皮細胞ノ退行攣 組織學的二乾酪攣性・類上皮細胞及 ビ淋巴球暦

性ハ高度 デ淋巴球暦 ノ爽育ハ著明デアル。絢 此ノ ヲ具惰セル定型的結節像 ヲ誰明 シ、菌量ハ比較的

粥 碇 型的結節ガ多歎謎明 セラレ、結核菌ノ微 量 多量 デアノレ。}一

デア■i'e騨 洗15(62日 目)結 勧ハ樹照二比較 シテ其ノ激及
{

才

一 一16"」



ゼ大 キサ共二輕度・形態 ハ不寒・境 界ハ鮮明デア 認メルガ・肺胞 テ輩位 トシテH態 細胞 ノ形成 ガ著

ノレ・繍 學呼 乾酪難 ノ・弱 ク・類上皮撒 噸 明デアジレ・結節ノ嗜鍛 灘 ノ縦 ノ吸 ク且鯉

々ノ邊行攣性ヲ認♂ル◎圃多籔 ノゴ碇 型的結節ヲ 亦少量 ノヴ ル。・

へ 痛/

第三章 實 験 成 績.概 括

・)健 臓 兎ノ舳 一結灘 菌 蓋mgテ 醐

スル時ハ、結核性病攣ハ漸次増悪 シケ1ク月後不治

癒ノ結核性潰瘍テ形域 スル◎次 二結核感作家兎ノ

皮内二同量ノ結核菌 ヲ再注射スノ塒 ノ・Kgch氏 現

象ニー致 シテ、局所 二急激ナル畿赤、腫脹、組織

・鄭 或ハ膿瘍形成 テ認メ潰瘍 二移須 スル。組組崩

解物質及 ビ膿汗ハ機 械的 二緋除 セ ラレ、L・ク月後

療 痕 ヲ淺 シテ治癒 スル。組織學的 二早期 二血管、

結 締組織 系統 ノFbrin.oid攣 性 ヲ認 メルガ、後期

二於 イテモ定 型的結節ハ詮 明 セラレナイeB.C.

G・ 死 菌或ハTuberkulin睨 感 作家兎ノ皮 内結核

菌再接種 二依 ツテハK◎ch氏 現 象 ニー・致 スル早期

反慮 ハ認シ難 イガ、結節形成 ハ初感染例 ヨ リ促進

セラ レユ週聞 後最高潮 二達 シ、其 ノ後潰瘍形成 テ

賛 ムモノ ガアノげ 辱純再感染 飼 檬1ク 耳後 治癒

現象 之認 メル。 ぜ ・・
編 夢

s2)簸 家兎醤 灘 酷 伽 繰(1Cmg)一

第四章 考
　

以上 ノ實験成績 二基 ズイテ結核症 二於 ケルAL

lergieト 冤 疫 ノ關係 二就 イテ卑見 テ加… タイF思

フ・駒 ノ如ク從來鞭 トAユ1㌣gi∵ 關 シテ　

徽蕪隷惣 麟1薫i論鵬;難
デ アノ叶 云 ヲ、其 ノニ ハ雨=者ハ全然無關係 デA11一

黙 ⊇3難男;鍵鐸濫 夢難1

ζ;1緬搬ゴ韓 欝 灘孫騰 英・
ハ1)Allexgie性 炎 症 自艦 二抗菌的作用 ア リ2)

AUe喫 晦 疫ノ欄 性ノ撫 映 定ニアリト云

フ。余 モ亦便宜上ノ見解 二基ゾィテ論ヲ進メメイ

ト思 ラ。第…ソ問題ハ冤疫 テ論ズル上二極 メテ重
ま

要ナ問題デKっ面 氏現象ヲ中心 トシテ論 ゼラレテ

居シ㌔ 此ノ現象ノ本質ハ結核感染1固降ガ生菌二封

スノレAlleg鳥 性 反慮 ト解 シ、減芽作用乃至獲育阻

依 ヅテハ1ク 月後肺臓 二定型的結 節 テ認 メ、2ケ

月後病攣 ハ悪化 シ乾酪攣 性及 ピ滲 出 性病攣 ノ増

強、菌 ノ檜加 ヲ見ル◎病 二耳謡脈 内結 咳初感 染後

1週 間 目ヨ リB・C・G・ 死菌 ㍉人型(上 池)死 菌 ・

猫e・kuli驚 ・脱脂菌・結核 菌 ヨ リ今離 セノ噛 肪 デ

夫 々脱感纏 置 ヲ施 ジテAllergieノ 蛮 税 テ抑湖

スル ト・1ケ 月攣内 二各例 頭 宛死亡 シ・Tu3er・

ku1雌 及 ビ結核脂肪慮置 例 デハ肺病攣 ハ却 ツテ激

化 サ レル様 二思 ハ レタ。然 シ2ク 月後 ≒於 イテハ

何 レモ晦 ノ結核結節ハ数量及 ビ六キサ共二輕度且

限局性 デァルb組 織學的よ結節ハ萎縮性、乾酪化

及 ビ菌量ハ少ナぞ㍉非定型的結節ガ見 ラレノ%滲

出性病攣ハ輕度ヂァツテ・此ノ彫見 ハ第一編ノ脱

感作再感染例二似タ關係 ヲ認 メル◎此ノ現象ハ各

群二共通的二認 メラレ・只程度戦鐸 テ毒齋 ルニ

過 ギナイ。 巴

案
ヨ

止作用 、菌ノ禮 内播布阻止作用及 ビ機 械的舞除 作

弔 テ認 メ得 ル難 ヨリ防禦作用(菟 疫 反慮)辮 スノ桟

、モノ牙アノUo此 レハR伽ner,Kraiise,Hamburger

筆護畷 警臨 驚 劉潔'撫芝1
・ レニ 封 シ テ モ 異 論 ガ ア ノ靴(Rich)

◎ 故 ぐ二此 ノKecb

、懲 寛轟 二弊集罵 歳懲嫁 毬養

璽;難叢灘 難 杢勢 潔 憂窟
二於テハ菌ノ機械的排除 ガ最モ重要ナル役割ヲ演

ズルモノデ寧司 撒 型 晴 倣サレノ㌔ サヒ・噛 ノ

清長ハ特殊條件ノ考慮サレナイ臓器二就 イテ検索

スルノガ最モ姿當 ト思ハ レルむ経氣道的結核再感

染二働 テ肺臓 二於イテハ初期二AUcゴgie反 鵬
一一致 スル肺胞内滲串現象ガ急激二誘畿 セ

、ラレルガ
後期二・噌 殖性炎餅 移行スル◎此ノ際結核菌ハ

一 一 ユ7_

ノ



浩長 テ見ルニ初期 轟於 イテへ 殊 二滲繊病攣 ノ最

縄 著明ナ1週 間以内二於イテ明カニ菌ハ種々ノ退

行攣性二陪 リ其ノ歎 モ減少スルガ、増殖型二移行

スル2週 陶後 ヨリ念速ナ増殖ヲ示 スモノデ、此ノ

闘係 ハ氣道内輩純再感染二於 イテ菌量(10mg--
1
100GOOO搬9)ノ 如何二關 セズ共通的二見 ラレル

現象デ・微甦菌 デハ菌ノ壇殖ハ逞延 スル.血 行性

再感染 二於テモ菌 ノ潰長ハ同様 デアル。即チ肺實

質二於 でテノ・皮膚 喫 ナ リ、初期 二抗齢}作 用ヲ

認 メ得 ルガ、後期 二於 イテ ハ却 ッテ塘殖 スルノハ

事實 デアツテ、此 ン厘因 ハ次 ノ如 ク解 サ レル ト思

フ・結棲Allergie一 關與スル輝 ノ・糸碗 鰭 性

デ・抗元抗腿反慮・細 鞄沖 心 トシテ行 ヘ ノレ關

係上 、抗 元タル菌 ノ崩 壊 卜同時 二局所細胞 ハ損傷

セ ラレ反慮 ノ激烈ナル時 ハiAllerg三e性 壊 死 ヲ起

スモノデ・此ノ際職 轍 艦 モ醐 デ灘 作用

ガ明 ラカデアル。然 シ激烈ナAllergie反 慮 ハ永

・綾 スルモノデナク速 カニ停止 スノ㌔ コZ際 局所ハ

抗艦 ノ浩 失 二依 ツテAnergle化(無 防禦 歌態)シ 、

若 シモ此 ノ襟 菌 ノ高部 ガ牟存 スル トキハ之 レニ乗

ジテ急速 二壇殖 シテ重篤 ナル病攣 ヲ惹起 ス声 モノ

デ、Allergie性 反 鷹ハ恰 モ生醗二有害作用 ヲ及 ボ

スガ如 キ外見 テ呈 スル ガ、此 ノ病墾 ノ悪化 ハ初期

ノAUergie巌 慮ノニ次的、騰 的結果 トシテ

、現 ハve7yモ ノ デ、此 ノ結果 カラAUefgie性 反懸

ノ抗菌的意義 テ否定 シ得 ナイ。余 ノ實験成績 ノ示 ,

ス如 ク経 氣道的再感染 二於 イテ大量菌 ヲ使用 スル

トキハ病攣 ノ悪化 スルノ勢・、生存菌 ガ多 イタメ デ

ア リ、微 量菌 ヴハ初期 ノAllergie反 磨 二於 イテ殆

ン既 滅スルダ ニ後規糎 職 弱 シテ簸 現象
、

ガ明観 セラ レルノ デアル。
拶

若 シモ菌量 ノ極 メテ微量ナノレカ又ハ弱毒 ウドル時

1M期 購 二於4テ 菌ノ悉 既 滅シテ當轍 期病

慶ヲ俘ハヌ完全ナ冤疫現象成立 ガ見 ラレル ト思バ

レル。然 シ完全ナル菌ノ死滅ハ實際的二極 メテ至

難デ、其ノ主因ハ結核菌ノ特殊構造 二依ル異常ナー

噸 勧 源 因ス班 ノト器 セラレル・要スル
ニAUergie性 反懸 自腱 二抗 菌的作用 ヲ詮明 シ得・ル

ガ、此 ノ強弱ハ反慮 ノ程度 、換 君 ス レベ抗元菌 ト
ゑ

抗艦量ノ相互的關係 二依 ツテ規定セラレルモノデ
ミ

アル。即チ再注射 セラレタ菌ノ極メテ薇量ナノ峙

ノ

ハ抗元抗腿反鷹二依 ツテ悉 ク浴費セラレテ病憂ハ

治癒 シテ完全ナ冤疫ノ形式 テ トリ、抗元齢'抗 燈

量テ遙カニ超過スル トキハ過郵菌'硬 ・糟 伽 テ

後期病攣ハ寧ロ悪化スル。故二初期 卜後期病攣ノ

歳立機鯨源 則的二別澗二考ヘルノ腰 當 偲 ヘ

レ ノレO

第2/Allergieト 冤 疫 ノ相關性 二就 イテハ種 々

ノ問題 ガ含 マ レテ居 ル ガ、余 ハAllergi隻 性 反慮 テ

檜 強、或 ハ減弱 セ シメタ場合其 ノ動物 ノ冤疫カ ガ ・

・如何 二攣 動 スルカニ 就 イ テ 論 ジタ イ
。 前 者 ノ

Allergie性 反慮 ノ檜 張 ニハAdrenalipヲ 使 用「ご

ルモノデア%從 奪AHergie性 反 慮 ハAd・enalin

控 射 二依 リ抑制 セラ レル コ トハ周知 ノ事實 デ アル

ガ、経氣 道的抗元 ノ再庭置 二依 指肺 ノAllergie性

病 攣 ハ却 ツテ異 常 二増強 ゼラ レル コトハ既 二教 室噺

ノ野村 ノ翻 セノ嚇 デ1ツ テ(血 清Anergie性 肺

炎)、此 レハ肺血 管ノAd.二 封 スル特殊 的作用 ト
モ

解 セラレル。其ノ詳細ナル理論 ハ後日ノ機會二譲

ズルガ、要 ろルニ末携血管ノ牧縮 二依ツテ騨逐セ

ラレタ血液ノ偬 チ右心 二集 リ、血管壁ノ抵胱 ノ弱

イ小循環系二代償性二欝積 スル、 コノ結果肺毛細

血管ハ搬張 シテ更二透過性 ノ元進テ招來 スノ㌔ 此 、

ノ事實ハAd。 ノ反復注射 二依 ツテ實験的二立詮

セラレル。斯労ル肺血管ノ攣調ハ血管障害テ主膿

ト諮ルAlk・gie性 購 囎 勢セzシメノレ結果 け ル

ノデアルが、其 ノ本質ハ軍純ナ血管ノ欝血及 ビ透

化性元進二依ルカ、更 二之 二加ヘテ1血液中イ抗履

ガ肺胞丙二移行 スルタメニ肺胞内二滞溜セル抗元

菌 トノ反虚 μチ掘 抗膿購 ノ犠 二依ル力昧

定的諮明ハ至難 ヂアル◎

懲難説響鷲鵯灘撫ご
増強セ。?.レ・大量結核菌ノ使用 デハ重篤ナル大葉

性乾酪性肺炎ガ見 ラレ、輩純再感染二見 ラレル後
な

期ノ塘殖性病攣ハ殆 ン頃現ハ レナイ。菌 ノ漕長テ

見ルニ初期1週 商以内一x於イテ菌ハ墾性崩蟹清失

スNコ トハ軍純再感染 ヨリ顯著 デアルガ、2週 間

後礎存菌 ハ異常ナル増殖 ヲ示スモノ4ア 〃。,然シ

微量菌ノ経氣道的再感染二依 ツテハ初期 ノ滲出性

病饗ハ封照例 ヨリ培強セラ〃ルガ、後期 ノ増殖性

病攣ノ費現ハ遇延シ且軽度 デアル。要 スル昌経氣

_18一
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ハ

道的結核再慈染二際 シテAd.ヲ 併用 スル トキバ

航元菌量 ノ如何二拘 ラズA皿e塘i6性 病墾ノ噌張 壱

蘂粥 霧 綴 嬉 畷窯;男純驚
rgie性 反慮二依シテ菌 モ死滅スルガ同時 二組織障

害モ亦増強セラレ局所ハ長期間Anergie化 シデ
な

鎗存菌 晶 トラテ良 キ培養 地 トナフレタメ 卦考 ベ ラレ
い ほ

ル。然ルニ微量菌』於テハ假令A皿Qrgie佳 反慮

囎 彊 セラレテ㍉ 其ノ組織障害ハ輕微 デ且又極

微量ノ箆存菌ガ糟萌 シテ侵襲性ヲ畿揮 スル迄ニハ'
　 メ'長時間

ラ要 シ・此イ間戸局所組織ハ恢復 シデ再 ビ

冤疫力ヲ現 ハスモノ ト思 バ レル。此ノ實験成績 う

ラA1撤gi唯 購 湘 強》シメル 聴 ノ{樋 作用

薫亦充進サレルガ、初期ノAnergiざ 性反懸二於

イ漕 ガ完全昌死滅セザノ根 囑 鱒 ハ再ビ蝋

シテニ次的昌病憂ヲ悪化セシメル危瞼ガ却 ツテ壇

ノ ヨ

量的睨感作塵置二依 瞬Anergie化 セシメ、皮

内・皮下及 ビ眼房二再感染 セシメタル所、病攣ハ

難:暴鱗織 搬 叢諺㌃摯
でf・即チ組織學的二再感染宝～2日 後浮腫 ヲ鹸 キ類

上皮細胞及 ビ淋巴媛 ノ浸潤ラ認メルニ過 ギナイ。
き

1～2週 間後依然浮腫ハナク圓形細胞ノ禰蔓性浸潤
き

及 ビ乾酪攣性ヲ俘ハナイ結節形成ガ認メ ラレ、4

週聞後乾酪化ハ輕度デ且限局性、結締織ノ堰殖 が

著明デデアル。.此ノ際 内膿二於イラ モ病攣ン・輕度
ベ イ

f"ア7yト 云 フo此 ノ 事 實 ヲ確 メ ル 多 ク ノ 威 績 ガ 現

ハ レタ`Riggiコb・th舳,Bierkhang,"Selte¥a .

Wei乎ud・Wils◎netaL伽peゆ ・F・11isノ ・海 狭

二於 イテ結核感染 ト同時 二蓮 纏的 二TnberkUlin

雌 群 磁 塒 ノ・牌 ノ結核糎 轡 肺 リ輕度
デアル ト報 告 シテ居ル。然 シWi】lis氏 等 ハ同様

加 ル。此 レノ・抗元歯ガ過量デA皿ergi吸 慮ガ庖 ナ實験歌 ツテ、mems作 群ノ・SS照ヨ蝉 期 魂 ぜ1

齢 レ濃 甚 シイ.ジ 、
'然 シ微章菌デハA皿ergie球 慮テ増彊セシメル ト

'
キ噛 ノ輝 分勘 期購 デ磁 シ・後塑ノ艘

ハ輕度 デ生盟 二有利 デァノら
ゴ タ

の

次二A皿 鍍gie性 反癒ヲ減弱セシメル方法テ講 ジ

悠欝驚臨霧難欝蕪馬冤
疫性ガ如何 曖 祐 ス〃カヲ槍討 セルモノデ、上記

ぷ

'桑念躍 灘 難 工雌 騙態1諺
居ノr所デ、其ノ磯 業績モ亦櫨 一暇ガナイ.脱 嚇 一於 イ弘 繊 學的・・:・r定ノ差異瑠 縄 タ。

慈作昌ン・結核菌及 ビ毒素等ノ種 々ノ物質ガ使用サ
、ψチ居
ノ〃。其 ノ方法ハ結核感作動物 テ脱感作 シテ

再感染 ヲ行 ヒ、叉ハ初慈染 卜同時ξ睨感作塵置=テ
ま タ

施匂レテノデカ城 此漉 感纏 置牲 謄ノ冤

疫 駿 態 二 良 好 ナ ル 影 響 ヲ及 ボ ス 瞬 フ 羊 ノ ガ 極 メ

テ 多 ク(R・s¢hh・Bierbagm・Friedenwald・Siegelp

.Brapcha.KnoPP,Richa・ 皐otschschild,Selte昇

へμ.We三pI鋤d,Dupreの 唯WiI臨 一 派 ノ 反i封 詮 ガ

見 ラ レル 犠 過 ギ ナ イ 。 拶

、之 等 ノ 班 究 業 績 ヲ悉 ク 引用 気 ル コ トハ 紙 面 ノ ユ

ル サ ザ ル 所 デ 、此 ノ 方 面 ノ 研 究 ノ 噛 朱 ト思 ぐ レル 、

!.R。tsch,FPIiedenwalda.Bemstein'E{:ag;7JSereA 、

引 用 二 止 メ ル 。 結 核 海 狭 テTuberkUlinノ 漸 檜

,シ 艘 跡 高嵐 肺二於イテノ吠 難 ぞ近イ氣轡

難 肺麹 諦 タ 伝 フ・斯クノ如槻 感伶綱

耀　ノ発疫歌態r良 好ナル影卿 及tSkト 云城 績
9リ結核曲 噸e晩 疫ノ分tノ 可能性ラ主張ス

ノ

ノ堵 ガ多 イ 《3ich・Se瞼 ・Ca単e⑱ ・

h鍵濫 臨5鷺 ζ講 濃諏 ＼
rギ 丁曲kuli峨 パ 玖 α 旺 死菌撚 絵 兎

麟譲;簾 難繍蕃婁難蛋
「」」亀μチ結棲形成

二開 與 スル防禦細施ノ分化ノ逞

延・乾酪化ノ輕度ナ黙E態 櫨 ノ、形成 堆 一ル 、

非定型的結節ノ出現及 ピ滲出現象ノ抑制サレル鮎

デアル6衛 菌ハ亘態細胞二依 リ異物ノ如ク搦取 セ
ぞ ハ

勝 レ》急速二浩滅スルコ トモ注目セラレネパナラ

ナイP交 結核初感染 洪 二諸種物質二依ymma作

庭置テ施 セノ幌 ノハ勧期 二於 イテハ却 ツテ病攣ノ

悪化乃至ハ死亡セルモノ、ヲ認メタガ、後期二於イ
ゴ ロ

テノ瀦 節ノ縮少、非定型的結節ノ形成ガ見 ラレ上

記脱感作例 ト類似ノ傾向ラ認メル。 隔 .

此ノ成績 ヨリ見 レバ膨所謂脱感作ハ萌ラカニi矯核

症ノ経過 二良妊ナル影響ヲ與ヘノ嘩 ノデ諸先人ノ

研究 ト大{織一致 シテ居ル6此 ノ事實ヴ抵Uergie}

・一 一 コ9・ 一一 葡

㍉



冤疫ノ關係 ヨ》如何 二解繹 ス!ざキ ヵ、ガ問題 トナ
チ

■Ue余 ハ前述 ノ如 クAUeτgie=炎 症 自髄 晶i抗菌的意

義 ヲ認 メタ、此 ノ見解 ヨ リス レバ理論 的 二腕感作 、

!・當然抗菌的作用ノ減弱二依 ソ結核病攣 ノ悪化ヲ

招卒 スル筈 ヂァル納 然 シ箕験成績ハ逆 デアル。

隔 解 スペキガ袈當デアル臥サテ此ノ脱感作實験 テ`曲
eτgie＼ト嬢 ノ關係 ヨ蜘 俸 解繹 ス塒 カガ

問題}ナ 西ガ余ハ次夕如ク解 シタイ』前述 ノ如 ク

激烈ナ殖11eygi販 慮ノ航 元菌ノ崩躰漕勘 共 と

生鎧ノ高度ン組織障害ヲ招來 シ、此 ノ局所 ノム瑠一

碓來雌ノ成績ハAllergie晩 疫ノ解離ヲ主張スル_rg圭e化 ガニ次的二esif菌 ノ良キ培養 け リ・病鍵

費繋 禦 巌 棊濃藤 難ま甚号
テ結核鰯 豊ヲ完全 早An臼 君ie化 シ得lbヤ 否 ノ捉本

問題 デアル。先 ヅAperg,eノ 概 念 デアルガ、鹿 レ

魂 鋤 物鋤 元嬉 鑓 滴 シ撫 鵬 卜巽フヂ、

二毒で;撫灘 霧蓉;需晶 灘 鵯!
一テ居ル。＼然 シ既 ノ齢 鰭 醍 謝 シモAne)・

塘 伽 詣メ鱒!勘 レ.然ル覗 癖作麺 一
依 ツテ漉 ノ餓 障害ガ搬 聯 錘 ラ叫 タぞ

二吹的菌 バ曾殖 ハ防止サ石.結 果 二於テム生鰹 亭

有利 デブル ト解サ レラレ6・/'1,

若 シモ結核動物 タ完全二A珂erg三e・化セシメ得ル

場合晴 一ルナラ!ぐ・擢 卵 失及ピ組織細胞ノ)

婆鱒謝螺謬瓢燦警幕
.gieノ 歌 態 二在 ル ㌧ ・直 考二断定 セ得チイ揚命ガ ・iア ル ガ、3～6ケ 月ノ凝期 二亘 ル トキハ却 ツテ績墾

アル.余 ノ《搬 酢 結榛 於 イ,i7TaberkulinG=pt　 悪 化 ジ、$iegdl'eTuberkulin:iBlt與 ノ欄 濃

スルAne聯 性 反感 結 核蟷 ノ夫,・Sb早 禰leレ パ 結雛 狭 ノ生醐 間 一却 ツジ不利 ナ灘 テ
`蟻失 スル ゴじ確 験 シ

争渡會ハ 「ツ」反慮陰性化 セ 及ポス ト云 ツテ居ノ%此 ノ脱感作ノ期間ノ長イ コ

雛 叢課 鶏鷺 潔襟 、贈 饗鷺1'凱潔識欝
as"K・ch晒 象ノー・xシナ傷 合 テ認メテ居 見泌 動 魎 雌 一謡 テ姻 ナノ程 灘 .

汐σ又從職 勅AUergi破 鯉 激 ガ全身騰 感鰯 チム11ergie性購 聯 球禦 セシメルti".ifS

組織 ノ系統的Anergie4qkラ 現 ハス毛ノデ アル ト解 ■モ生盟m有 利 デアル カbXブ 問題 ガ麗 サ レル。i

シテ居ノレ払 余城 紬 呪 レ被 膚 櫛 血管 ト,、i結 雄 二於クルAllergteFit疫 欄 係ノ・古來種
ど

ノ・耀 師 欄 係 ヲ示 ズガ・鵬 傾 置融 芝テ 艦 総 セラげ 居ル餌 以上 ノ灘 ノミヨリシ・

ハ皮膚ハ肺 ヲリ早クAner・gie化スル。勿論此 ノ際 テ庫チ…決定的結論ハ下 シ得ナイガ次 ノ=ト テ強

eeg.、 直達的、後者ハ血行性離 謝 二依ルモノデ 調 シタイ。Allergietl{1炎症趨 二抗齢 麟 ヲ認
ノ ぞ

華;垂馨鷲 二簿雛 錐茎墾蘇 ζ麗1:藁溜 灘 離 ご隻愚欝;雛
ノ・至難デアル。更 畷 余 ノ脱感繊 績 噸 討スル ソ 受ケノ唄 害拷 一ンレ暎 ノ旛 ・一骸 〃・小趨

へ 「ツ」鷹 陰性化 セル家兎ノ結核再感染二於 模ノ炎症デ充命細菌ノ侵襲 乏防禦 スノレコ トガ出來

テー 繊 早撫 伽 吻 ∵藤 慧臨
セシメ劇 量贈

ハ病憂ハ悪伽 、麟 量菌ヂ始メテ病攣・械 弱シ
、

生膿ム有利 トナ}ル。大量抗元菌 デハ寧ロ脆感作違'

置二依ツテAUe顧e反 慮ノ彊サ テ制禦 シデ、徐 々

ガ・其 ノ友瞳 辮 作動物 二比較 シテ鞭 ノ・ヨ野

噌 強促進 セラレテ居 ル・ モ トヨ リコレハAPergte,i
ユ

ニ鰺真欝 跡ご菟2馨雛篇鵬
・昌從 ツ娠 績 テ仔細二翻 カ レ蕨 密ナ意味二於

イテ完全ナルAnergpaト ハ{表ヒ得ナイモノガアル
リ ちウ

虜 縛 の%町 購 ヨ黙 レ・徐 ノ睨群 二

開 スル諸貿験 ハ、完全ナルAηergieデ ハ ナ ク、

Allergieノ 程 度的減躬(「 ツ」皮 内反磨陰性和迄)

嚇 纐 壌 舞 シメ妨 ガ幽 』有稚 アノレ。
2)コ トnAUerg加 ト冤疫 勢ハ易曙擁司メフpu}云

フ コ トヂハナ ク強 サノ問題 ニアル ト考 ヘルヒ 換雷

'ス
レバ脱感作 ガ結核症 ノ悪化 テ防止 スル ト巽 フ コ

い生働 ラA蕪幽 貌 全鞘 知 シメぬ ト
'、

i

_-20-一



デノ}ナ久 其ノ曝サ樋 掌綱 禦 スルニアリ1嗜 ヘタ イ6
〆

緕 亀論

1)結 核家兎ノ経氣道的再感染 晶際 シテAd.ラ
il/S'一併 用

スル ト:キハ ・ 肺 ノ411ergie性 反 慮 ハ 糟 強 セ
ビ の ノ

↓ラい)耀 菌(25nt'9')種 軌 ジレ大難 乾

.醗 肺炎ヲ蓉起シ・b～纏 菌1伽 莇 単9)tL

ン 初期滲鱗 囎 強セラのげ ・後 期ノ槍軽
ハ輕減スル。 、 ・'

2)丁 噸 伽1i臓 或ハ,B,C.G・ ・死菌二依 ノ槻 感

繊 蒐ノ醸 撫 ⑳ テ波 廠 聯 艘 ノ洪

二鋤照例 旨リ輕減 シ、生 存期 間 二妊影響 ヲ與 へ

♪レ。 、

3)結 核血行 性初慈染 ト共 二、人型菌、B・C・G・

夢εi菌、rr・}もeτku1三n脱雛蒙菌 、 結 核碁旨饗方等 二・依 .リ

罷脱感作鑓 嘩 ツテ 轡 照 ヨ櫛 病籔 》減藤

ノレo

ま

4) .ムnergie嵌 症 自睡 櫛 貞疋」議 デ メ得 ル

ガ・蘇反癒ノ増彊及 ビ減弱二依 ヅテ免疫性ガ如

何と麺 スルカ現 ノ吋 ・AII舜 β反感ノ増張
ハ微量菌工於イテノ ミ生腱 ム有利 デア恥 大量

へ

菌デハ病攣ハ壇悪 シ生燈 出却ツテ有害ち結果 ヲ
む も ま

モタラ燕 ノデアル。趨 菌 二於デノ覗 感作塵ら

趨 二依 ツテAllerige反 慮 テ減 弱 セジメタ方 ガ
ズ

遙 カニ・有 禾ljラぎアノレo～擬ニノ コ トノ、糸吉檬症 二於 クンL

、Allergie墨 冤 疫5ハ 別個'ノ反磨デハナ ク、爾者

〆・同一・デァルガ=炎症 ノ彊サ 昌依 ツヶ規定 伽 パ
ミ ノ

・ト考 ヘタイOド'

主 ●要 文 献

 1  )  Hamtrctrger  Wion.  Klin.  Wschr,1933 

 2)  Kammer: Allergiache  Diahasa u.  allorgische 

 Erkrankungen 1934

3)貴島:結核18卷昭和5年

4)三澤：臨牀醫 學 第25年昭和12年

5)緒方:臨牀醫學第25年昭和12年

 6)  Rothschill,  Friedenwalds  c  Bernstein: Bull. 

 Jobnshop.  Hosp. Vol. 54,  3.934

7)坂本：アレルギー時報VII卷,62.64.67號(昭和17

18年)

8)幣 ア吻 翻 時禰 巻、59・6α虎(昭緬 年)

9)  Selter  u.  Weinland :  Wsehr, 1935 

10) Siegel : Bolter.  lain.  tblc.  84,"1933

11)武 田: ,新保:結 核20巻4,5./9號(昭 和17年)

・2)舳:繊6。 巻(昭 和 ・7年)一'"
ま く ち

13)渡 會:日 新馨學28巻(昭 瓢4年)

14)  Willis a.  Wooiruff  :  Arm  3r. J. of  Pathology-

 VcI. 14, 1938 

 -5,?  Willis,  Woodruff,  IC_117 a.  Voldrich  :  A;x3r. 
 Rev.,  of  Tub3rIculosis  Vol. 10,  038




